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核酸抽出・精製からライブラリ調製まで ベックマン・コールターの一貫したNGS前処理自動化提案

細胞組織・血液
FFPE・植物サンプル 精製DNA/RNA

核酸抽出・精製

STEP 1: BIND STEP 2: WASH STEP 3: ELUTE

磁性ビーズを添加、ピペッティングにより
核酸を磁性ビーズに結合。

磁性ビーズを磁石で集め、溶媒で洗浄
し、精製度を向上。

水系溶媒を添加して、磁性ビーズから
精製核酸を溶出し、回収。

Agencourt SPRI Series
磁性ビーズ式核酸抽出・精製試薬キット

磁性ビーズによるDNAハイスループット精製例

□ 遠心やフィルタ濾過不要な磁性ビーズ式 Agencourt SPRI Seriesは、ハイスループットのDNA/RNA抽出・
精製とその自動化に最適

□ 細胞組織、血液、FFPE、植物サンプルなどからのDNA/RNA抽出に、SPRI磁性ビーズ採用のシリーズ各製
品で対応（詳細な対応製品、自動化でのスループットなどについては、お問い合わせください。）

□ 実績のあるDNA精製キット“AMPure XP”と同様原理の高性能な抽出プロトコル

□ NGSライブラリ調製の長いワークフロー中でボトルネックなのは、AMPure 
XPなどの磁性ビーズを用いたDNA精製工程です。

□ Biomek i-Seriesでは広いデッキスペースを活かし、磁気プレートを複数枚並
べることが可能です。さらに96マルチチャネルヘッドによる一括分注で、多サ
ンプルの処理に余裕をもって対応します。（右写真）

□ 右のデッキ配置図は、 Biomek i7 Hybrid上にマグネットプレートを6枚配置
（黒色）し、96-wellプレート6枚（576サンプル）同時に
AMPure XPによる磁性ビーズを精製を行った例です。

□ 576サンプル処理の自動化メソッドは、約 1時間23分で完了
します。96サンプル処理の場合は、約31分です。

□ この磁性ビーズの高速処理性能は、上のAgencourt SPRI 
シリーズのDNA/RNA抽出でもいかんなく発揮できます。
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NGSライブラリ 配列データ

ライブラリ調製
Biomek i-Series （i5/i7）
自動分注機によるハイスループットの
ライブラリ調製

NGSライブラリ調製自動化の導入事例
NEBNext Directional Ultra II RNA Library Kit

□ 自動分注機 Biomek i-Series の拡張性を生かして、
サーマルサイクラーやプレートシーラー／ピーラーな
どをシステムに組み込み、ライブラリ調製、定量、プー
リング、その他の作業を柔軟かつ広範に自動化

□ 数多くのライブラリ調製キットの自動化の経験を有
し、バリデーションデータ記載のアプリケーションノー
トも多数用意

□ サンプル数に応じて、Biomek i7（ハイスループット）
i5（ミドルスループット）を選択可能

□ NGSライブラリ調製以外の、ルーチンラボワークの
自動化も併せてご検討ください。

□ 経験豊富な弊社アプリケーションスペシャリストが、
ご希望のカスタマイズを反映したメソッド作成をサ
ポート

□ Biomek i7 Hybrid に下のデッキ配置図の通りにラボウエアを配置し、ヒト培養細胞由来 Total RNA 96サンプル
について、poly-A精製、cDNA合成、アダプターライゲーション、PCR、精製などを行い、mRNAライブラリ
の自動調製をオーバーナイト（約9時間）行いました。

□ イルミナ社のシーケンサーで解析を行い、得られたリードを参照配列にマッピングを行った結果、右下図のとおり、
手動調製（Manual）と自動調製（Biomek）に大きな差はなく、さらにrRNAは十分に除去されていました。



Echo 525
ライブラリ調製 非接触分注（チップレス）＆微量化
□ チップを使わない音響での非接触自動分注機 Echo 525は、最少25 nLの分注を実現

□ 分注チップの不使用と、酵素反応系の微量化による試薬使用量削減がもたらす、消耗品コストの
大幅削減

独自の微量分注技術

** 

**  

96サンプルの等モルプール作業は、従来のチップ式自動分注機
でも可能ですが、シングルプローブ分注で約 1時間、独立駆動型
8本プローブ分注で約 10分少々で完了しますが、ともに高濃度
サンプルの事前希釈や、大量の分注チップを必要とします。
Echo 525では、約5分*で完了する上に、希釈やチップを必要
としません。

* Mayday et al. (2019) PLoS ONE 14(1):e0206194

従来型のチップ式自動分注機よりも短時間の等モルプーリング処理
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8本プローブ分注

Echo 525 
非接触超微量分注

96サンプルプーリング所要時間（分）

Biomek NGeniuS
4～24サンプルバッチのライブラリ調製自動化
□ NGSライブラリ調製キット（対応製品は裏面をご参照ください）について、1ランあたり4～ 24
サンプル（この範囲で任意のサンプル数）の自動調製が可能

□ 内蔵のサーマルサイクラーと複数の温調装置で、 自動処理の範囲を飛躍的に拡大

□ 複数の装置内カメラは、チップなどラボウエアを識別し、エラーを事前に検知

□ クラウド上のNGSライブラリ調製のメニューにより、必要な実験をすぐに開始可能

さらに微量化・高速化したい方に！

特定のライブラリキットを確実に処理したい方に！

** 従来型チップ分注の場合には、
別途高濃度サンプルの希釈作業の時間が必要となります。

ミドルスループットの自動ライブラリ調製

（対応製品はお問い合わせください）
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